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投
票
所
に
足
を
運
び
、
鉛
筆
を
使

い
自
分
の
手
で
候
補
者
や
政
党
の
名

前
を
書
き
、
票
を
投
じ
る
―
。
民
主

主
義
の
根
幹
た
る

「選
挙
権
」
を
行

使
す
る
一
連
の
行
為
に
対
し
、
物
心

つ
い
た
こ
ろ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
た
友
人
と
の
交
流
や
情
報
収

集
が
当
た
り
前
の
Ｚ
世
代
は
ど
う
感

じ
て
い
る
の
か
。
若
者
の
投
票
率
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
と
併
せ

て
聞
い
て
み
た
。

い
。
ネ

ッ
ト
で
気
軽
に
投
票
で
き
る

仕
組
み
が
ほ
し
い
」
と
訴

あ
え
る
「
東
北

芸
術
工
科
大
３
年
の
斎
藤
天
音
さ
ん

（２１
）
＝
山
形
市
＝
は
、
大
学
の
講
義

な
ど
を
含
め
、
多
く
が
オ
ン
ラ
イ
ン

と
な

っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
妥

当
性
を
訴
え
る
。
「必
ず
し
も
投
票
を

対
面
で
行
う
必
要
は
な
い
の
で
は
」

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
投
票
で
き

た
ら
投
票
率
は
上
が
る
か
も
」
と
期

待
す
る
の
は
荒
砥
高
３
年
の
迎
田
あ

や
乃
さ
ん
（１８
）
＝
白
鷹
町
。
当
た
り

前
だ
が

一
票
を
投
じ
る
に
は
原
則
、

て
み
よ
う
と
思

っ
て
も
ら
え
る
の
で

は
」
。
迎
田
さ
ん
た
ち
の
年
代
の
感

覚
か
ら
す
る
と
当
然
の
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。

会
社
員
斎
藤
陽
さ
ん
（１９
）＝
大
石

田
町
＝
は
若
者
世
代
の
声
を
反
映
し

や
す
い
選
挙
制
度

へ
の
変
革
の

一
つ

と
し
て
被
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ

を
訴
え
る
。
「選
挙
権
年
齢
が
満
２０
歳

以
上
か
ら
満
１８
歳
以
上
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
。
立
候
補
で
き
る
年
齢
も
引

き
下
げ
ら
れ
て
当
然
と
思
う
。
自
分

た
ち
の
年
代
の
声
を
発
信
す
る
同
じ

近
年
、
世
界
的
な
関
心
と
な

っ
て

い
る
の
が
ネ
ッ
ト
投
票
だ
。
海
外
で

は
エ
ス
ト

ニ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
で
実
践

例
が
あ
る
。
国
内
で
は
４
月
以
降
、

海
外
に
住
む
有
権
者
が
国
政
選
挙
に

参
加
で
き
る
「在
外
投
票
」
に
関
し
、

負
担
の
大
き
か

っ
た
選
挙
人
名
簿
登

録
の
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ

た
。
た
だ
ネ

ッ
ト
投
票
の
導
入
に
は

至

っ
て
い
な
い
。

６
月
に
１８
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

参
院
選
で
初
め
て
投
票
す
る
と

い

う
、
上
山
明
新
館
高
３
年
の
長
沢
太

一
陽
さ
ん

（上
山
市
）
。
「家
族
と

一

・
緒
に
投
票
所
に
行
く

つ
も
り
だ
が
、

投
票
所
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
　
世
代
の
議
員
が
必
要
」
と
強
調
し
た
。

い
。
だ
が
、
現
在
は
手
続
き
の
厳
格

ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
で
参
院
選
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す
る
女
子
大
学
生
。

「必
ず
し
も
投
票
を
対
面
で
行
う
必
要
は
な
い
の
で
は
」
と
ネ
ツ
ト
投
票
の

導
入
を
望
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
山
形
市

ネットで気軽 l
ず ヽ

q_」

出身地離れても、不在者投票可能

し

１
人
暮
ら
し
に
な
る
と
投
票
所
に
行
　
は

ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
感
じ
て
い

く
の
が
面
倒
に
な
る
か
も
し
れ
な
　
る
。

「よ
り
手
軽
に
な
れ
ば
投
票
し

れ
た
学
生
が

「住
民
票
を
移
し
て
い

な
い
の
で
地
元
に
戻
ら
な
い
と
投
票

で
き
な
い
」
を
挙
げ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
こ
れ
は
誤

っ
た
認
識
だ
。
県
選

挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
と
、
有
権
者

が
投
票
で
き
る
選
挙
区
は
、
住
民
票

を
登
録

（選
挙
人
名
簿
に
登
録
）
し

て
い
る
市
町
村
が
含
ま
れ
る

エ
リ
ア
・

と
な
る
。
住
民
票
を
移
さ
ず
に
別
の

市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
．

住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
自
治
体
の
・

選
管
に
申
請
し
て
投
票
用
紙
を
郵
送
一

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
居
住
地
の
選
．

管
で
不
在
者
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

る
。例

え
ば
山
形
市
に
住
民
票
が
あ
る

状
態
で
、
現
在
は
県
外
に
住
ん
で
い

る
人
の
場
合
、
ま
ず
山
形
市
選
管
に

不
在
者
投
票
請
求
書
を
郵
送
す
る
。

届
い
た
投
票
用
紙
を
居
住
地
の
選
管

に
持
参
し
、
不
在
者
投
票
記
載
場
所

で
記
入
し
、
封
筒
に
入
れ
て
そ
の
場

で
提
出
す
る
。
投
票
用
紙
は
郵
送
で

山
形
市
選
管
に
届
け
ら
れ
る
。
受
け

付
け
は
投
票
日
の
午
後
８
時
ま
で
と

な

っ
て
い
る
。

投
票
日
ま
で
時
間
的
余
裕
が
な
い

場
合
は

早
め
の
手
続
き
が
必
要
で
、

問
い

合
わ
せ
先
は
居
住
地

の
選
管

と
な
る
。

山
形
市
選
管
は

「選
挙

権
は
重
要
な
権
利

。

可
能
な
限
り

行
使
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な

制
度
が
あ
る
。
貴
重
な

一
票
を
無
駄

に
せ
ず
、

不
在
者
投
票
や
期
日
前

投
票
を
積
極
的
に

利
用
し
て
投
票

し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い

る
。（落

合
慶
、
五
十
嵐
聡
、
鈴
木
潤
、

上
妻
大
晃
）
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山形の

―

手
続
き
も
ス
マ
ホ
で
で
き
る
時
代
。
　

　

若
い
世
代
が
投
票
所
に
行
か
な
い
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理
由
と
し
て
、
進
学
で
出
身
地
を
離

電

∵
”

．

の
行
使


